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研究成果の概要（和文）：現在日本では、MSM（Men who have Sex with Men、男性と性行為を行う男性）のHIV
感染が問題となっている。そのため疫学は、MSMをHIV感染予防施策の重点的な対象としてきたが、そこでは主に
「ゲイ」や「同性愛者」を自認するMSMが対象とされてきた。一方本研究は、MSMのなかでも「ゲイ」や「同性愛
者」だと自認しない女装するMSMや、女装するMSMと性行為を行う（異性愛者を自認する）MSMに着目する。これ
らの人々は、従来のHIV感染予防施策の主な対象とされてこなかったが、潜在的なHIV感染リスクにさらされてい
る。

研究成果の概要（英文）：In Japan, HIV infection among MSM（Men who have Sex with Men）is an crucial 
issue. As a result, MSM have become a target for HIV infection prevention measures in epidemiology, 
but the subjects there have been the restricted MSM who acknowledge themselves as “gay” or “
homosexual.” On the other hand, the focus of this research is MSM who dress as women and do not 
acknowledge themselves as “gay” or “homosexual” and MSM (who acknowledge themselves as 
heterosexual) who have sex with MSM who dress as women. While these people have not been a main 
focus of HIV infection prevention measures to date, they are potentially at risk for HIV infection. 
This research will clarify what types of prevention intervention measures are effective for them. 
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１．研究開始当初の背景 
厚生労働省エイズ動向委員会の発表によ
ると、平成 22 年に新しく HIV に感染した
人の数は 1,075 人であったが、そのうち同
性間の性的接触によって HIV に感染した
人の数は744人（全HIV報告者数の約69％）
であった。日本における男性同性間の性的
接触による HIV感染は、本研究開始前の平
成 24年当時、増加していた。 
 平成 10年に制定された「感染症の予防及
び感染症の患者に対する医療に関する法律
（以下、「新感染症法」とする）」の第 11
条において、「厚生労働大臣は、感染症のう
ち、特に総合的に予防のための施策を推進
する必要がある」感染症について「特定感
染症予防指針」を作成し、公表すると定め
ている。 
とりわけ HIV/AIDSに関しては、「後天性
免疫不全症候群に関する特定感染症予防指
針（以下、「エイズ予防指針」とする）」が
定められており、その中で「国及び都道府
県は、個別施策層（感染の可能性が疫学的
に懸念されながらも、感染に関する正しい
知識の入手が困難であったり、偏見や差別
が存在している社会的背景等から、適切な
保健医療サービスを受けていないと考えら
れるために施策の実施において特別の配慮
を必要とする人々）に対して、人権や社会
的背景に最大限配慮したきめ細かく効果的
な施策を追加的に実施することが重要」で
あると指摘しており、個別施策層としては、
「青少年」や「外国人」の他に、「性的指向
の側面で配慮の必要な同性愛者」が挙げら
れている。 
報告者は平成 11 年より、日本における

HIV/AIDS の流行と「男性同性愛者」との
関係について継続的に研究を遂行してきた。
具体的には、1980年代以降の HIV/AIDSの
社会問題化を、ゲイ・コミュニティやゲイ・
アイデンティティとの関係から分析した
［新ヶ江 2013］。また、平成 20年からは、
厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究
事業「男性同性間の HIV感染対策とその介
入効果に関する研究」（研究代表者：市川誠
一）において、財団法人エイズ予防財団リ
サーチ・レジデントとして医療人類学と疫
学の立場から調査を行った。報告者は主に、
福岡市、名古屋市、仙台市の「男性同性愛
者」に対する HIV/AIDS 予防のためのプロ
グラム構築に従事してきた。 
これまで疫学は、「男性同性愛者」を
「MSM（Men who have Sex with Men、男性
と性行為を行う男性）」と定義し、HIV/AIDS
予防対策を実施してきた。HIV感染リスク
は「男性同性愛者」というアイデンティテ
ィではなく男性同性間の性行為そのものに

あるため、「MSM」という表現が 1980年代
から疫学研究者の間で使用されはじめた。 
疫学は、日本在住「MSM」の HIV 感染
リスク行動についてのデータを蓄積してき
たが、日本の場合、そこで想定されていた
のは「ゲイ」や「同性愛者」を自認する
「MSM」であり、自らを「ゲイ」や「同性
愛者」だと自認しない「女装する MSM」
や、「女装するMSM」と性行為を行う（異
性愛者を自認する）「MSM」の存在は考慮
されてこなかった。これは、従来の「MSM」
に対する HIV 予防施策が、「ゲイ」や「同
性愛者」を自認する「MSM」が多く集まる
繁華街を中心として展開されてきたからで
あり、「女装するMSM」や、「女装するMSM」
と性行為を行う（異性愛者を自認する）
「MSM」は、「MSM」の集まる繁華街への
アクセスがほとんどなかったからである。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景をふまえ、本研究ではとりわ
け、①「女装する MSM」、②「女装する
MSM」と性行為を行う（異性愛者を自認す
る）「MSM」の両方に特に着目し、彼らの
語りと性行動について、「クィア人類学」の
先行研究をふまえながら分析していく。「ク
ィア人類学」とは、既存のジェンダー（男
らしさ／女らしさ）やセクシュアリティ（同
性愛／異性愛）という二元論的概念にとら
われることなく、実際の日常を生きる人々
に即した自己認識や性行為について分析す
る研究領域である。男や女というジェンダ
ー、同性愛や異性愛というセクシュアリテ
ィのカテゴリーは、人間の性の多様性を二
元論的に還元してしまうため、人々が具体
的にどのような性を生きているのかを分析
できない。「クィア人類学」は、そのような
二元論に囚われない人間の性の多様性を理
解していこうとする［Boellstorff 2007; 
Valentine 2007］。 
 本研究において明らかにしようとした具
体的な点は、以下のとおりである。 
 調査対象者が、どのような性自認を
行っているのか。 

 調査対象者が、どのような性行為を
行っているのか。 

 調査対象者が、HIV/AIDS の感染リ
スクをどのように認知しているの
か。 

 調査対象者が、どのような人的ネッ
トワークを形成しているのか。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、①「女装する MSM」と②
「女装する MSM」と性行為を行う（異性
愛者を自認する）「MSM」を主たる調査対
象者とし、インタビュー調査に基づく語り
のデータ収集、人的ネットワークのなかで
の参与観察、インタビュー内容の分析・考



察を行う。インタビューのなかでは、調査
対象者の性自認、性行為、HIV/AIDS の感
染リスク認知について詳細な聞き取りを行
う。同時に参与観察も行い、彼／女らの間
でどのような人的ネットワークが構築され
ているのかを、フィールドノートに記録し
ていく。また調査の結果は、書籍や報告書
のかたちで公開する他、随時、国内・国際
学会報告や投稿論文により成果を世に問う
ていく。 
 
４．研究成果 
 調査開始時、すでに報告者がインタビュー
を行っていた「女装する MSM」を起点とし
て調査を始めたが、スノーボールサンプリン
グ形式でのインタビューまでなかなか進ま
なかった。インタビューの協力をあおいでも
ある程度の信頼関係を構築しないと相手か
ら警戒されてしまうため、この調査における
ラポール形成の重要性を痛感する結果とな
った。 
 調査開始後に「女装する MSM」もしくは
「女装する MSM」と性行為を行う（異性愛
者を自認する）「MSM」へのアクセスが難し
かったこともあり、ゲイやバイセクシュアル
男性を自認する「MSM」へのインタビューも
同時に重ねていった。調査の計画段階で予想
していたとおり、ゲイやバイセクシュアル男
性を自認する「MSM」と、「女装するMSM」
やそれら「女装する MSM」と性行為を行う
（異性愛者を自認する）「MSM」の間にはあ
まり関わりがないということが調査で明ら
かとなったが、その一方で「女装するMSM」
はゲイバーとの繋がりもあるため、報告者が
当初予想していたように、「ゲイ」や「同性
愛者」を自認する「MSM」と、「異性愛者」
を自認する「MSM」がはっきり棲み分けてい
るとは言い難い側面もあった。 
 フィールド調査を通して、「女装する
MSM」へのインタビューも行った。そこで
明らかとなってきたことは、「女装する
MSM」との性関係をもつ男性の多くが自ら
を「異性愛者」と認識しており、なかには
HIVに感染するリスクの高い性行為―コン
ドームを使用しないアナルセックス―を行
っていた。「異性愛者」を自認する「MSM」
は、「ゲイ」や「同性愛者」を自認する「MSM」
と比較すると HIV 感染予防プログラムに
曝露されておらず、「異性愛者」を自認する
「MSM」は、男性同性間の性行為は妊娠し
ないため、コンドームを使用する必要がな
いと思うものが多かった。 
 しかしながら、まだデータの収集が十分
ではない。本調査を行うにあたっては、ト
ランスジェンダーやトランスセクシュアル
（とりわけ FtMの方々）の協力が不可欠で
あった。調査を行う過程で、「女装する
MSM」と接触・交流可能な飲食店や性風俗店
が存在し、そこには「女装する MSM」と性
行為を行う（異性愛者を自認する）「MSM」

がアクセスしていることも分かった。特に今
回の研究では、「女装するMSM」と性行為を
行う（異性愛者を自認する）「MSM」へのイ
ンタビューがまだ不足しており、さらに調査
を重ねていきながら、今後発表を随時行なっ
ていきたいと考えている。インタビューは計
19名に行なった。 
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